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経皮的椎体形成術による疼痛治療

寺尾 基, 岩崎 寛



どのその他の治療法は，ある程度の癌痛緩和や

腫傷の縮小などの効果が期待されるが，治療に

時間がかかり，また，転移した骨の脆弱性に由

来する癌痛や骨折に対する治療効果は期待でき

ない．悪性腫傷の骨転移を生じている患者の治

療では，可能な限り短時間に癌痛，特に動作時

の癌痛を除去し,ＱＯＬを低下させることなく残

された貴重な時間を有効に使用してもらうため

の治療が必要である．

近年，転移性骨腫傷に対する新しい治療法と

して注目されてきているのが「経皮的椎体形成

術」で，特に，腫傷に起因する動作時姪痛除去

や病的骨折予防として期待され，徐々に広まっ

てきている．この治療は経皮的に腫傷転移病変

である椎体を穿刺し，骨セメントなどを注入す

る低侵襲の治療であるので，悪性腫傷により体

力の低下した患者にも施行可能であり，また，

施行直後より極めて優れた癖痛除去と骨補強が

期待される．
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はじめに

要旨

近年，椎体破壊による癌痛に対する新しい治療法として注目されてきている

のが経皮的椎体形成術で，椎体に起因する動作時癌痛除去および病的骨折予防

として期待され徐々に広まってきている．この治療法は経皮的に癖痛の原因と

なっている椎体を穿刺し，骨セメントなどを注入する低侵襲の治療であり，ま

た施行直後より極めて優れた癌痛除去と骨補強が期待される．

ここでは転移性骨腫傷および骨粗霧症に伴う椎体圧迫骨折に対する経皮的椎

体形成術の適応，方法，および効果を解説し，われわれの症例を提示する．
（ペインクリニック２６：83-92,2005）
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悪性腫傷の進行により骨転移を示す患者の予

後は極めて不良で，体力的低下も加わり根治的

治療を含めて治療法には制限が生じる．しかも，

多くの骨転移を伴う患者では癌痛，特に体動時

獲痛がトイレまでの歩行や寝返りというような

日常動作を不可能にしている．これらの癌痛に

対して，これまではモルヒネなどの鎮痛薬投与，

放射線治療，コルセット装着，安静などの処置

がとられてきた．動作時の癌痛を除去するため

の麻薬性鎮痛薬の必要量は極めて高い用量とな

るため，便秘や傾眠傾向などの副作用の発現は

避けられない問題となる．一方，放射線治療な
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